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西暦５００年以前

　

地震の文字による記録は４１６年から始まる。文字以外では、堆積物によって地震の発生が推定されることがある。

縄文時代・弥生時代・古墳時代 ２０１２年までの時点から約２０００年～４０００年前の２０００年間 関東南部周辺、相模トラフ沿いを震源とした関東地震が少なくとも５回発生した。
　

紀元前４世紀～紀元前３世紀頃 三陸から房総にかけてＭ９級の超巨大海溝型地震と津波発生の可能性。宮城県気仙沼市大谷海岸で津波による堆積物が発見されたため。
　

弥生時代の不明時期 琵琶湖西岸でＭ７．５の地震。滋賀県文化財保護協会は遺跡調査の結果として、滋賀県高島市針江浜、草津市烏丸崎、野洲市湯ノ部の琵琶湖沿岸の３遺跡が弥生時代のこの地震による液状化でできたものとした。
　

２０１１年から約２０００年前 Ｍ９級の超巨大地震の発生の可能性。高知県土佐市蟹ヶ池（海岸から４００ｍ内陸）で発見された、約２，０００年前の地層からの厚さ５０ｃｍの津波堆積物から。
　

ほぼ２１０年前後 石川県白山市部入道遺跡の液状化痕跡から震度６強級の地震と推定される。
　

４世紀～５世紀頃 三陸から房総にかけてＭ９級の超巨大海溝型地震と津波発生の可能性。宮城県気仙沼市大谷海岸で津波による堆積物が発見されたため。
　

４１６年８月２２日（８月２３日）（允恭５年７月１４日）

遠飛鳥宮（大和国／現・奈良県明日香村）で地震。『日本書紀』に「地震」の記述。記録に残る日本史上最初の地震。 このころ４－５世紀、仙台付近で巨大地震。
　


西暦５００年～９９９年

　

５９９年５月２６日（５月２８日）（推古７年４月２７日）

大和国（奈良県）で地震 Ｍ７、家屋倒壊。『日本書紀』に記述。記録に残る日本初の震災記録［１７］。
　

６７９年初頭（天武７年１２月）

筑紫国（福岡県）で地震（筑紫地震） Ｍ６．５～７．５、幅二丈、長さ三千余丈の地割れ（『日本書紀』）。水縄断層の活動による内陸地震との説がある［１８］。
　

６８４年１１月２６日（１１月２９日）（天武１３年１０月１４日）

白鳳地震（東海・東南海・南海連動型地震説あり） Ｍ８ １／４、死者多数。土佐で津波により大きな被害。田園（約１２ｋｍ２）が海面下へ沈下（『日本書紀』）。南海地震の記録だが地質調査によればほぼ同時期に東海・東南海地震も発生。日本最古の津波記録。
　

７０１年５月８日（５月１２日）（大宝元年３月２６日）

丹波で地震（大宝地震）（『続日本紀』）、若狭湾の冠島と沓島が海没したと伝えられるが疑わしい。
　

７１５年６月３０日・７月１日（７月４・５日）（和銅８年５月２５日・２６日）

三河国・ 遠江国（静岡・愛知）で地震 Ｍ６．５～７．５、正倉４７棟が倒壊。天竜川が塞き止められ、数十日後に決壊して洪水（『続日本紀』）。
　

７３４年５月１４日（５月１８日）（天平６年４月７日）

天平地震（畿内七道地震） Ｍ７、死者多数（『続日本紀』）。生駒断層直下型。
　

７４５年６月１日（６月５日）（天平１７年４月２７日）

天平大地震 岐阜県美濃地方で地震 Ｍ７．９。天皇平城京に復都（『続日本紀』）。愛知県～岐阜県を南北に走る養老断層の２つ前の活動とする説がある。
　

７６２年６月５日（６月９日）（天平宝字６年５月９日）

美濃・飛騨・信濃（岐阜・長野）で地震（『続日本紀』） Ｍ７以上。糸魚川静岡構造線活断層系で発生したＭ７ ３／４～８ １／４と同じものである可能性がある。
　

◆７８１年 富士山の噴火

　

◆８００～８０２年（延暦１９年）富士山の噴火（旧暦）３月１４日から４月１８日にかけて噴火。延暦大噴火

　

８１８年８月頃（弘仁９年７月）

北関東で地震 Ｍ７．９、死者多数（『類聚国史』）。
　

８２７年８月７日（８月１１日）（天長４年７月１２日）

京都で地震（『類聚国史』） Ｍ６．５～７。
　

８３０年１月３０日（２月３日）（天長７年１月３日）

出羽で地震（『類聚国史』） Ｍ７～７．５。
　

８４１年前半（承和８年５月３日以前）

伊豆地震 Ｍ７、死者多数（『続日本後紀』）。丹那断層の２つ前の活動と見られている。
　

◆８４６年（貞観６年）富士山 貞観大噴火

８６４年６月～８６６年初頭にかけて活動青木ヶ原溶岩を形成した噴火で、山頂から北西斜面約１０ｋｍの（現在の長尾山）から大量の溶岩流出とスコリア噴火とを起こす。
　

８５０年１１月２３日（１１月２７日）（嘉祥３年１０月１６日）

出羽地震 Ｍ７、死者多数（『文徳実録』、『日本三代実録』）。
　

８６３年７月６日（７月１０日）（貞観５年６月１７日）

越中・越後地震 死者多数、直江津付近にあった数個の小島が壊滅したと伝えられる（『日本三代実録』）。発生が疑わしいとする見解もある。 （８６４年（貞観６年５月）富士山噴火（『日本三代実録』）（青木ヶ原樹海を作った貞観大噴火）、阿蘇山噴火）
　

８６８年７月３０日（８月３日）（貞観１０年７月８日）

播磨・山城地震（『日本三代実録』） Ｍ７台。兵庫県の山崎断層帯の活動によるものと思われている。
　

８６９年７月９日（７月１３日）（貞観１１年５月２６日夜）

貞観地震 Ｍ８．３～８．６、陸奥国地大震動、地震に伴う津波（貞観津波）の被害が甚大で死者約１，０００人（『日本三代実録』）。多賀城損壊。津波堆積物調査から震源域が岩手県沖～福島県沖、または茨城県沖の連動型超巨大地震の可能性も指摘される。東北地方太平洋側で繰り返し発生していると推定されるＭ９クラスの地震の候補とされる。
　

８７８年１０月２８日（１１月１日）（元慶２年９月２９日）

相模・武蔵地震 Ｍ７．４、死者多数。京都でも揺れが感じられる（『日本三代実録』）。
　

８８０年１１月１９日（１１月２３日）（元慶４年１０月１４日）

出雲で地震 Ｍ７（『日本三代実録』）。
　

８８６年６月２９日（７月３日）（仁和２年５月２４日）

伊豆諸島噴火。安房の国で降灰と地震（『日本三代実録』）。
　

８８７年 ７月２９日（８月２日）（仁和３年７月６日）

越後西部を震源、Ｍ６．５。津波による溺死者は１０００人にのぼったとされる（『日本三代実録』）。
　

８８７年 ８月２２日（８月２６日）（仁和３年７月３０日）

仁和地震（東海・東南海・南海地震連動説あり）Ｍ８～８．５、五畿七道諸国大震、京都・摂津を中心に死者多数。津波あり（『日本三代実録』）。南海地震の記録だが地質調査によればほぼ同時期に東南海・東海地震も発生。津波堆積物からＭ９クラスであったとする説もある。
　

◆９１５年 十和田火山の噴火 日本の歴史時代における最大の噴火。火砕流が周囲２０ｋｍを焼き払い、火山灰が東北地方一帯を覆う。

　

◆９３７年（承平７年）富士山の噴火。 現在の河口湖と富士吉田市の間にあった「御舟湖」を埋め、剣丸尾第1溶岩を噴出させた噴火とされる。

　

９３８年５月１７日（５月２２日）（承平８年４月１５日）

京都などで地震 Ｍ７、死者あり。高野山でも建物損壊。その後も余震が多く、８月６日に大きな余震。
　

９７６年７月１７日（７月２２日）（天延４年６月１８日）

山城・近江地震 Ｍ６．７以上、死者５０人以上。
　


西暦１０００年～１５９９年

　

１０２６年６月１０日（６月１６日）（万寿３年５月２３日）

万寿地震、石見国（島根県益田市）の日本海沖で巨大な地震津波が発生し、沿岸の各村落に襲来して未曾有の被害をもたらしたとの口碑がある。益田川沿いにて同時期の津波堆積物と思われる層を確認。
　

１０９６年１２月１１日（１２月１７日）（嘉保３年１１月２４日）

永長地震（東海・東南海地震） Ｍ８～８．５、死者１万人以上と推定。東大寺の鐘が落下、伊勢・駿河で津波による大きな被害など。
　

１０９９年２月１６日（２月２２日）（承徳３年１月２４日）

康和地震（南海地震） Ｍ８～８．５、死者は不明。地殻変動により土佐で田畑海没。津波被害は不明。興福寺、天王寺も被害。
　

◆１１０８年（嘉承３年、天仁元年：平安時代） 浅間山の噴火（天仁大規模噴火）３０億トンと推定される噴出物を伴う大噴火。

　

１１５４年９月１９日（９月２６日）（仁平４年８月１０日）

富山付近で地震。新川郡で陥没、死傷者多数。
　

１１８５年８月６日（８月１３日）（元暦２年７月９日）

文治地震 Ｍ７．４、死者多数。法勝寺や宇治川の橋など損壊。余震が２か月ほど続く。琵琶湖の水が北流したという記録がある。鴨長明が『方丈記』で詳述。南海トラフ巨大地震説、および琵琶湖西岸断層帯南部の活動による説がある。滋賀県文化財保護協会によると、長浜市の塩津港遺跡はこの地震（堅田断層によるとする）液状化でできたものという。
　

１２００年頃 地質調査によれば南海・東南海・東海地震が発生。

　

１２４１年５月１５日（５月２２日）（仁治２年４月３日）

鎌倉で地震 Ｍ７、津波を伴い由比ヶ浜大鳥居内拝殿流失。
　

１２４５年８月１９日（８月２６日）（寛元３年７月２６日今夜五剋）

京都で震度５以上、 破損多し（理科年表では８月２７日）
　

１２５７年１０月２日（１０月９日）（正嘉元年８月２３日）

正嘉地震 Ｍ７～７．５、関東南部に大きな被害。
　

１２９３年５月２０日（５月２７日）（正応６年４月１３日）

鎌倉大地震 Ｍ７．１、建長寺などで火災発生、死者２万３，０００人あまり、余震多発。
　

１２９９年５月２５日（６月１日）（正安元年４月２５日）

大阪・京都で震度５以上、南禅寺金堂倒れる。
　

１３１７年２月１６日（２月２４日）（正和６年１月５日）

京都で地震 Ｍ６．５～７。清水寺出火、死者５人。２月２２日にも震度６とみられる大地震。
　

１３２５年１１月２７日（１２月５日）（正中２年１０月２１日）

正中地震。石川県敦賀郡気比神宮倒潰、竹生島の一部が崩れる。柳ケ瀬断層を震源とするという説があるが、トレンチ調査の結果と一致しない。
　

１３３１年 ８月７日（８月１５日）（元弘元年、元徳３年７月３日）

紀伊で地震。
　

８月１１日（８月１９日）（元弘元年、元徳３年７月７日）

元弘地震（東海地震～）Ｍ７
　

１３６０年１１月１３・１４日（１１月２１・２２日）（正平１５年、延文５年１０月４日・５日）

紀伊・摂津地震（東南海地震～） Ｍ７．５～８．０、死者多数。津波あり。
　

１３６１年７月２６日（８月３日）（正平１６年、康安元年６月２４日）

正平地震（康安地震）（東海・東南海・南海地震連動説あり） Ｍ８ １／４～８．５、死者多数。摂津・阿波・土佐で津波により大きな被害。
　

１４０８年１月１２日（１月２１日）（応永１４年１２月１４日）

紀伊・伊勢で地震 Ｍ７～８。熊野本宮の温泉湧出が、８０日間止まる。
　

１４３３年１０月２８日（１１月６日）（永享５年９月１６日）

相模地震 Ｍ７程度、死者多数。津波により利根川が逆流。
　

１４４９年５月４日（５月１３日）（文安６年４月１２日）

山城・大和地震 Ｍ６．５、死者多数。
　

１４５４年１２月１２日（１２月２１日）（享徳３年１１月２３日夜半）

会津で大地震（享徳地震）。奥州海岸に大津波で人が多く流される。１５世紀頃と見られる津波堆積物との関連性が指摘されている。
　

１４５４年１２月２９日（１４５５年１月７日）（享徳３年１２月１０日）

鎌倉で余震とみられる大地震（『鎌倉大日記』）。
　

１４７４年終盤 １４７５年初頭（文明６年冬）

京都で大地震
　

１４９５年９月３日（９月１２日）（明応４年８月１５日）

鎌倉大仏殿が津波で破壊されたと記録されている（『鎌倉大日記』）。この記録が明応７年の明応地震の混同として扱われて、「理科年表」には記載がない。地層や史料の調査から、相模トラフを震源とする関東地震の可能性が疑われている。
　

１４９８年 ６月３０日（７月９日）（明応７年６月１１日）

日向地震 Ｍ７～７．５、死者多数。同日、畿内でも地震。南海地震との説もある。
　

９月１１日（９月２０日）（明応７年８月２５日）

明応地震（東海・東南海地震） Ｍ８．２～８．４、死者３万～４万人以上と推定。伊勢・駿河などで津波により大きな被害、浜名湖が海と繋がる、鎌倉高徳院の大仏殿が押し流されるなど。地質調査によればほぼ同時期に南海地震も発生。
　

１５０２年１月１８日（１月２８日）（文亀元年１２月１０日）

越後地震 Ｍ６．５～７．０、死者多数。
　

１５１０年９月１１日（９月２１日）（永正７年８月８日）

摂津・河内地震 Ｍ６．５～７．０、死者多数。余震が２か月あまり続く。
　

１５２０年３月２５日（４月４日）（永正１７年３月７日）

紀伊・京都で地震 Ｍ７．０～７．７。熊野・那智の寺院破壊、津波有り。
　

１５８５年７月３１日（天正１３年７月５日）

大阪・京都・伊勢で大震。
　

１５８６年１月１８日（天正１３年１１月２９日）

天正地震（東海東山道地震、飛騨・美濃・近江地震） Ｍ７．８～８．１（それ以上の可能性あり、あるいはＭ８クラスの地震が３つ以上同じ日に立て続けに発生した可能性あり）、死者多数。飛騨・越中などで山崩れ多発、白川郷で民家数百軒が埋まる。内ヶ島氏、帰雲城もろとも滅亡。余震が１年以上続く。三河湾と若狭湾という日本海・太平洋両岸での大津波記録が複数あり、複数の巨大地震の同日発生の可能性がある。少なくとも養老断層（愛知県）、阿寺断層（岐阜県）の２つの断層の活動（いずれもＭ８クラスか）の可能性が高い。さらに若狭湾に津波をもたらした断層も活動したと考えられ、３つのセグメントでのＭ８クラス地震が同日に少なくとも３つ以上発生した可能性が高い。
　

１５９０年３月２１日（天正１８年２月１６日）

安房で地震。２ｍの隆起あり。潮が引いて３キロの干潟が形成された。
　

１５９６年・・以下の３つは連動型地震の可能性がある。 ９月１日（文禄５年閏７月９日）

慶長伊予地震（慶長伊予国地震）Ｍ７．０、寺社倒壊等。同年同月に発生した一連の内陸地震のさきがけとなる。四国を走る中央構造線断層帯での地震と考えられている。
９月４日（文禄５年閏７月１２日） 慶長豊後地震（大分地震） Ｍ７．０～７．８、死者７１０人、地震によって瓜生島と久光島の２つの島が沈んだとされている。大分県を走る別府・万年山断層帯での正断層型地震と考えられている。
９月５日（文禄５年閏７月１３日） 慶長伏見地震（慶長伏見大地震） Ｍ７．０～７．１、京都や堺で死者合計１，０００人以上。伏見城の天守閣や石垣が損壊、余震が翌年春まで続く。淡路島～神戸～大阪北を走る六甲・淡路島断層帯での地震と考えられている。
　


西暦１６００年～１７９９年

　

江戸時代（１６０３年頃 １８６８年頃）１７世紀前半

津波堆積物の分析から、この時期に千島海溝南部（十勝沖から根室沖まで）を震源とするＭ８．６クラスの地震が発生したと推定されている。１６１１年または１６３５年説あり。
　

１６０５年２月３日（慶長９年１２月１６日）

慶長地震（東海・東南海・南海連動型地震） Ｍ７．９～８、関東から九州までの太平洋岸に津波、紀伊・阿波・土佐などで大きな被害。八丈島でも津波による死者数十人。死者１万～２万人と推定されるが、津波以外の被害はほとんどなかった。
　

１６０８年１２月３０日（慶長１３年１１月２３日）

仙台で地震。津波で５０人死亡。
　

１６１１年 ９月２７日（慶長１６年８月２１日）

会津地震 Ｍ６．９、死者３，７００人。
　

１６１１年 １２月２日（慶長１６年１０月２８日）

慶長三陸地震 Ｍ８．１。十勝・根室沖のＭ９クラスとする説がある。一方，東北地方太平洋側で繰り返し発生していると推定されるＭ９クラスの地震の候補ともされる。大津波による死者約２，０００～５，０００人。
　

１６１４年１１月２６日 （慶長１９年１０月２５日）

高田領大地震 Ｍ７．７。震源は直江津沖。震域は会津、伊豆、紀伊、山城、松山諸国まで及んだ。越後高田藩では地震と津波により死者多数とする記録もあるが疑わしい、京都で寺社・民家が多数壊れ死者も出たことから、震源が京都沖の局所的な地震とする見解もある。 同日にＭ７．７ 、震源伊豆。伊豆と小田原で被害大。津波被害甚大で多くの死者発生。千葉県銚子市の飯沼観音の境内まで到達したとの記録がある。池上本門寺五重塔が傾く。
　

１６１５年６月２６日（慶長２０年６月１日）

江戸地震 Ｍ６以上、死者多数。
　

１６１６年９月９日（元和２年７月２８日）

宮城県沖地震 Ｍ７．０、仙台城が破損。三陸地方大津波。
　

１６１９年５月１日（元和５年３月１７日）

肥後（熊本）八代で地震 Ｍ６．０
　

１６２５年７月２１日（寛永２年６月１７日）

熊本で地震 Ｍ５～６、死者約５０人。地震動により火薬庫爆発し、熊本城が破損。
　

１６２７年１０月２２日（寛永４年９月１４日）

松代地震 Ｍ６、死者多数。
　

１６２８年８月１０日（寛永５年７月１１日）

江戸で大きな地震があり、江戸城の石垣が壊れた。
　

１６３３年３月１日（寛永１０年１月２１日）

寛永小田原地震（相模・駿河・伊豆地震） Ｍ７．１、小田原で大きな被害を出し死者１１０～１５０人。駿河・熱海に津波。
　

１６３５年３月１２日（寛永１２年１月２３日）

江戸で地震、大きな被害。
　

◆１６４０年 北海道駒ヶ岳の噴火 山体崩壊に伴う岩屑なだれが内浦湾に流入し、大津波が発生。死者７００余名。

　

１６４０年１１月２３日（寛永１７年１０月１０日）

加賀大聖寺地震（石川県加賀市） Ｍ６．５、死者多数。
　

１６４４年１０月１８日（寛永２１年９月１８日）

羽後本荘 Ｍ６．５、象潟で津波死者１１７名。本荘城廊大破。
　

１６４７年６月１６日（正保４年）

武蔵・相模で地震、Ｍ６．５。江戸城の石垣や大名屋敷など破損。小田原城に大きな被害。
　

１６４８年６月１３日（慶安１年４月２２日）

相模・江戸で地震 Ｍ７．０程度。小田原城破損、箱根で落石、死者１名。但し、江戸での被害疑問とする見解もある。
　

１６４９年 ３月１７日（慶安２年２月５日）

安芸・伊予で地震 Ｍ７．０。松山城、宇和島城の石垣や塀が崩れる。
　

１６４９年 ７月３０日（慶安２年６月２１日）

武蔵・下野地震 Ｍ７．１、死者多数。
　

１６５５年５月２日（明暦２年４月８日）

房総沖地震 千葉県で津波の記録あり。
　

１６５９年４月２１日（万治２年２月３０日）

会津で地震 Ｍ６．８～７．０、死者多数。
　

１６６２年 ６月１６日（寛文２年５月１日）

寛文近江・若狭地震（畿内・丹後・東海西部地震、寛文の琵琶湖西岸地震、近江・山城地震） Ｍ７．３～７．６、死者数千人。京都の大仏殿小破。小浜で城の櫓・多門・石垣・蔵の破壊。
　

１６６２年 １０月３１日（寛文２年９月２０日）

外所地震（日向・大隅地震） Ｍ７．６、死者多数。
　

１６６６年２月１日（寛文５年１２月２７日）

越後高田地震 Ｍ６．４、死者１，４００～１，５００人。
　

１６７０年６月２２日（寛文１０年５月５日）

越後村上地震 Ｍ６．８、死者１３人、江戸でも有感。
　１６７７年 ４月１３日（延宝５年３月１２日） 延宝八戸沖地震 陸奥、陸中、八戸沖（青森県東方沖）で地震 Ｍ７ １／４～８．０、津波あり、三陸沖北部の固有地震［４５］。

　

１６７０年 １１月４日（延宝５年１０月９日）

延宝房総沖地震（房総沖地震） Ｍ８．０ 、死者５００～６００人。福島県～千葉県に津波（茨城県地方史上最大の津波被害）
　

１６７８年１０月２日（延宝６年８月１７日）

宮城県北部沖で地震 Ｍ７．５、死者１人、東北地方の広範囲で被害。
　

１６８３年６月１７日 １０月２０日（天和３年５月２３日 ９月１日）

栃木県北部、日光付近で群発地震 規模の大きなものは、６月１７日にＭ６．０～６．５、６月１８日にＭ６．５～７．０、１０月２０日にＭ７．０の地震が発生。１０月２０日の地震では、五十里村で生じた山崩れが川を塞いだために湖が生じた。関谷断層で発生した可能性が指摘されている。
　

１６８６年 １月４日（貞享２年２月１２日）

安芸・伊予で地震 Ｍ７．０～７．４、広島県中西部を中心に被害、死者有り。
　

１６８６年 １０月３日（貞享３年８月１６日）

遠江・三河地震 Ｍ６．５～７、死者多数。
　

１６９４年６月１９日（元禄７年５月２７日）

能代地震 Ｍ７．０、陸奥で山崩れなど。死者３９４人。
　

　１６９６年１１月２５日（元禄９年１１月１日）

Ｍ６．５程度。石巻河口に津波、３００隻をさらい、溺死者多数。地震記事は未確認。
　

１７００年４月１５日（元禄１３年２月２６日）

壱岐・対馬地震 Ｍ７．３、石垣・家屋倒壊。福岡・佐賀・長崎でも被害。
　

１８世紀 ［編集］

１７０３年１２月３１日（元禄１６年１１月２３日）

元禄地震（元禄関東地震） Ｍ８．１、死者５，２００人（２０万人とも）。関東南部に津波。
　

１７０４年５月２７日（宝永元年４月２４日）

羽後・陸奥で地震 Ｍ７．０、能代の被害大。死者５８人。十二湖を生じた。
　

１７０７年１０月２８日（宝永４年１０月４日）

宝永地震（東海・東南海・南海連動型地震） Ｍ８．４～８．７、死者２，８００～２万人以上、倒潰・流出家屋６万～８万軒。関東から九州までの太平洋岸に津波、伊豆・伊勢・紀伊・阿波・土佐などで大きな被害。地震から４９日後に富士山の宝永大噴火。道後温泉の湧出が数ヶ月間止まる。震度分布からＭ９クラスの可能性が指摘されている。
　

◆１７０７年 １２月１６日（宝永4年）富士山の噴火（宝永の大噴火）旧暦１１月２３日 宝永大噴火 大量のスコリアと火山灰を噴出。この噴火は日本最大級の地震である宝永地震の４９日後に始まり、江戸市中まで大量の火山灰を降下させる等特徴的な噴火であった。

　

１７１０年１０月３日（宝永７年閏８月１１日）

因伯美地震 Ｍ６．６、山崩れなど。死者多数。
　

１７１４年４月２８日（正徳４年３月１５日）

信濃北西部で地震 Ｍ６．２、山崩れなど。死者５６人。
　

１７１５年２月２日（正徳４年１２月２８日）

大垣・名古屋・福井で地震 Ｍ６．５～７．０。
　

１７１７年５月１３日（享保２年４月３日）

宮城県沖で地震 Ｍ７．５、陸前、陸中で津波や液状化により被害。
　

１７１８年８月２２日（享保３年７月２６日）

三河、伊那遠山谷で地震 Ｍ７．０、遠山川の河道閉塞が後日決壊し、死者５０人。
　

１７２５年８月１４日（享保１０年７月７日）

高遠・諏訪で地震 Ｍ６．０～６．５、諏訪高島城の石垣・塀・門壊れる。山崩れも、死者４人。
　

１７２９年８月１日（享保１４年７月７日）

能登半島で地震 Ｍ６．６～７、死者少なくとも５人。
　

１７３１年１０月７日（享保１６年９月７日）

宮城県南部で地震 Ｍ６．５、死者数名、家屋が倒壊。
　

◆１７３９年 桜島御岳の噴火（安永大噴火）多量の溶岩を流出し、翌年には海底噴火も発生。長崎や江戸でも降灰があり、死者１５３名。

　

１７４１年８月２９日（寛保元年７月１９日）

北海道西南沖の大島で火山性地震 Ｍ６．９（Ｍｔ８．４）、死者２，０３３人。大津波発生、佐渡・能登・若狭にも津波。
　

１７５１年５月２１日（寛延４年４月２６日）

高田地震 Ｍ７．０～７．４、死者１，５４１人。越後・越中で地震。高田で火災など。
　

１７６２年１０月３１日（宝暦１２年９月１５日）

佐渡島北方沖で地震 Ｍ７．０程度、死者あり。液状化現象、津波による家屋流出など。
　

１７６３年 １月２９日（宝暦１２年１２月１６日）

宝暦八戸沖地震 Ｍ７．４～７．９、津波あり。三陸沖北部の固有地震。
　

１７６３年 ３月１１日（宝暦１３年１月２７日）

青森県東方沖で地震 Ｍ７．３、津波あり。宝暦八戸沖地震の最大余震［４５］。
　

１７６３年 ３月１５日（宝暦１３年２月１日）

青森県東方沖で地震 Ｍ７．０。
　

１７６６年３月８日（明和３年１月２８日）

津軽地震 Ｍ６．９（一説にはＭ７．２～Ｍ７．３とも）、弘前城損壊など。死者約１，５００人。津波が千葉県の銚子に届いたとの記録あり。
　

１７６９年８月２８日（明和６年７月２８日）

日向・豊後・肥後で地震 Ｍ７．３、大分城で被害多く、熊本領内でも被害有り。津波有り。
　

１７７１年４月２４日（明和８年３月１０日）

八重山地震（明和の大津波） Ｍ７．４～８．０（Ｍｔ８．５）、死者約１２，０００人。最大遡上高８５ｍ（日本記録）。安房まで津波の到達と記録あり。
　

１７７２年６月３日（安永１年５月３日）

陸前・陸中で地震 Ｍ６．８、花巻城で所々破損、江戸でも有感。死者１２人。やや深い地震の可能性有り。
　

１７８２年８月２３日（天明２年７月１５日）

天明小田原地震 Ｍ７．０、住宅約８００破損、小田原城損壊など。
　

◆１７８３年８月５日（天明３年７月８日）浅間山の大噴火（天明の大噴火）７月６日から７月８日の噴火で３日間で大災害を引き起こす。死者約１５００人、「鬼押出し溶岩」を生成、後に天明の大飢饉が起きた。

　

１７８９年５月１１日（寛政元年４月１７日）

阿波で地震 Ｍ７．０、土佐室津に津波。
　

１７９２年 ５月２１日（寛政４年４月１日）

長崎県 島原半島で雲仙普賢岳の噴火が起こり、眉山の山体崩壊による対岸の肥後国（熊本県）大津波（島原大変肥後迷惑） Ｍ６．４、死者約１５，０００人。
　

１７９２年 ５月２４日（寛政４年４月４日）

寿都湾沖合で地震 Ｍ７．１、小樽から積丹（しゃこたん）岬にかけての地域で揺れを感じ、津波が発生したとされている。
　

１７９２年 ６月１３日（寛政４年４月２４日）

北海道後津で地震 Ｍ７．１。
　

１７９３年 ２月８日（寛政４年１２月２８日）

西津軽・鰺ヶ沢で地震 Ｍ６．８～７．１。津軽山地西縁断層帯が震源で、地震発生よりも前に海水が引く前兆現象があった。津波による死者３人。
　

１７９３年 ２月１７日（寛政５年１月７日）

寛政地震（連動型宮城県沖地震） Ｍ８．０～８．４、死者１００人程度、陸中から常陸にかけて津波。
　

１７９９年６月２９日（寛政１１年５月２６日）

石川県などで地震（金沢地震） Ｍ６。金沢で６４０人死亡、その他の地域でも死傷者あり。
　


西暦１８００年～１９９９年

　

１８０１年５月２７日（享和元年４月１５日）

上総地震 久留里城が破損。
　

１８０２年１２月９日（享和２年１１月１５日）

佐渡小木地震 Ｍ６．５～７．０、死者３７人。
　

１８０４年７月１０日（文化元年６月４日）

象潟地震 Ｍ７．１、死者５００～５５０人。象潟で２ｍの地盤隆起と３～４ｍの津波。
　

１８１０年９月２５日（文化７年８月２７日）

男鹿半島で地震 Ｍ６．５、死者６０人
　

１８１２年１２月７日（文化９年１１月４日）

武蔵・相模地震 Ｍ６、死者多数。
　

１８１９年８月２日（文政２年６月１２日）

伊勢・美濃・近江地震 Ｍ７．３、死者多数。
　

１８２３年９月２９日（文政６年８月２５日）

陸中岩手山で地震 Ｍ５．８～６．０、山崩れあり、死者 ６９人、不明４人。
　

１８２８年１２月１８日（文政１１年１１月１２日）

三条地震（越後三条地震） Ｍ６．９、死者１，６８１人。
　

１８３０年８月１９日（文政１３年７月２日）

京都地震 Ｍ６．４、死者２８０人。二条城など損壊。
　

１８３３年 ５月２７日（天保４年４月９日）

美濃西部で地震 Ｍ６．２ 死者１１人。余震は８月まで、震源は根尾谷断層付近。
　

１８３３年 １２月７日（天保４年１０月２６日）

庄内沖地震（出羽・越後・佐渡地震、天保４年羽前沖地震） Ｍ７．４（Ｍｗ８、Ｍｔ８．１）、死者４０～１３０人。能登半島・東北・北陸の日本海沿岸に津波。 １９６４年新潟地震の津波よりも規模が大きい。
　

１８３４年２月９日（天保５年１月１日）

石狩地震 Ｍ６．４、旧暦の１月１日に発生、イシカリ場所を中心に８１戸全半壊。ＪＲ札幌駅以北の複数個所で液状化の跡が見つかっているため、Ｍ６．５～６．６という説もある。
　

１８３５年７月２０日（天保６年６月２５日）

宮城県沖地震（仙台地震、天保大津波） Ｍ７．０程度、死者多数。仙台城損壊、津波あり。
　

１８３９年５月１日（天保１０年３月１８日）

釧路・厚岸で地震 Ｍ７．０程度、国泰寺門前の石灯籠大破。津軽で強い揺れ。
　

１８４３年４月２５日（天保１４年３月２６日）

十勝沖地震 Ｍ７．５～８．０、死者４６人。厚岸に津波。
　

１８４７年 ５月８日（弘化４年３月２４日）

善光寺地震 Ｍ７．４。山崩れにより犀川の河道閉塞と閉塞部の決壊により洪水、死者約１万～１万３，０００人。
　

１８４７年 ５月１３日（弘化４年３月２９日）

越後頸城郡（現在の新潟県高田市付近：高田平野東縁断層）を震源とする地震、Ｍ６．５、死者２０人以上。善光寺地震の誘発地震。
　

１８５３年３月１１日（嘉永６年２月２日）

小田原地震（嘉永小田原地震）Ｍ６．７、死者約２０～１００人。
　

１８５４年 ７月９日（嘉永７年６月１５日）

伊賀上野地震（伊賀・伊勢・大和地震） Ｍ７．３、死者約１，８００人。
　

１８５４年 １２月２３日（嘉永７年１１月４日）

安政東海地震（東海・東南海地震） Ｍ８．４、死者２，０００～３，０００人。房総半島から四国に津波、特に伊豆から熊野にかけて大きな被害。ロシア船ディアナ号（プチャーチン提督来航）沈没。
　

１８５４年 １２月２４日（嘉永７年１１月５日）

安政南海地震 Ｍ８．４、死者１，０００～３，０００人。紀伊・土佐などで津波により大きな被害（串本で最大波高１１ｍ）。大坂湾に注ぐいくつかの川が逆流。道後温泉の湧出が数ヶ月間止まる。安政東海・南海地震は３２時間の時間差で発生した。両地震による死者の合計は約３万人との説もある。余震とみられる地震は９年間で３，０００回近く。 １２月２６日（嘉永７年１１月７日） 豊予海峡地震 Ｍ７．４。１２月２４日の地震の４０時間後に発生、合計７２時間で３つの海溝型大地震が発生したことになる。
　

◆１８５４年 （嘉永７年・安政元年）富士山の噴火？ 安政東海地震発生直後、富士の山頂に異様な黒雲がかかり、8合目付近に多数の火が上がる様が眺められたという。

　

１８５５年 ３月１８日（安政２年２月１日）

飛騨地震 Ｍ６．７、死者少なくとも２０３人。金沢などでも被害。
　

１８５５年 ９月１３日（安政２年８月３日）

陸前で地震 Ｍ７．２。
　

１８５５年 １１月７日（安政２年９月２８日）

遠州灘で地震 Ｍ７．０～７．５、安政東海地震の余震。津波有り。
　

１８５５年 １１月１１日（安政２年１０月２日）

安政江戸地震（安政の大地震） Ｍ７．０～７．１、死者４，７００～１万１，０００人。
　

１８５６年８月２３日（安政３年７月２３日）

安政八戸沖地震 Ｍ７．５～８．０、三陸及び北海道に津波。死者２９人。三陸沖北部の固有地震。
　

１８５７年１０月１２日（安政４年８月２５日）

伊予・安芸で地震 Ｍ７．２、今治で城内破損、死者５人。
　

１８５８年 ４月９日（安政５年２月２６日）

飛越地震 Ｍ７．０～７．１。地震による直接の死者数百人、常願寺川がせき止められ後日決壊、それによる死者１４０人。
　

１８５８年 ７月８日（安政５年５月２８日）

東北地方太平洋側で地震。Ｍ７．０～７．５。
　

１８６１年 ２月１４日

文久西尾地震 Ｍ６．０、愛知県西尾市から岡崎市にかけて最大震度５強。内陸直下型地震、震源位置が三河地震とほぼ同じで、安政東海地震の誘発地震。建築研究所特別客員研究員の都司嘉宣が提唱。
　

１８６１年 １０月２１日（文久元年９月１８日）

宮城県沖地震 Ｍ６．４、津波、家屋倒壊、死者あり。
　

１８７２年３月１４日（明治５年２月６日）

浜田地震 Ｍ７．１、死者５５２人。
　

★グレゴリオ暦が採用され、明治５年１２月２日の翌日を明治６年１月１日（１８７３年１月１日）とした。

　

１８８０年（明治１３年）２月２２日

横浜で地震 Ｍ５．５、煙突多数倒壊。地震学会（現在の日本地震学会。世界初の地震学会）が結成されるきっかけになる。
　

１８８１年（明治１４年）１０月２５日

国後島で地震 Ｍ７．０、津軽でも揺れる。
　

★地震観測網整備（１８８５年 観測所による地震報告開始）

　

１８８９年（明治２２年）７月２８日

熊本地震 Ｍ６．３、死者２０人。
　

１８９１年（明治２４年）１０月２８日

濃尾地震 Ｍ８．０、死者・行方不明者７，２７３人。根尾谷断層の発生。
　

１８９２年（明治２５年）１２月９日・１１日

石川県・富山県で地震 Ｍ６．４（９日）、弱い津波。死者計２人。
　

１８９３年（明治２６年）６月４日

色丹島沖地震 Ｍ７．７、色丹島で２ｍ～３ｍの津波。
　

１８９４年（明治２７年）３月２２日

根室半島沖地震 Ｍ７．９（Ｍｔ８．２）、死者１人。北海道・東北に津波。
　

１８９４年（明治２７年）６月２０日

明治東京地震 Ｍ７．０、死者３１人。
　

１８９４年（明治２７年）１０月２２日

庄内地震 Ｍ７．０、死者７２６人。
　

１８９５年（明治２８年）１月１８日

茨城県南部で地震 Ｍ７．２、死者６人。
　

１８９６年（明治２９年）１月９日

茨城県沖で地震 Ｍ７．３。
　

１８９６年（明治２９年）６月１５日

明治三陸地震 Ｍ８．２～８．５（Ｍｓ７．２～７．９、Ｍｗ８．４、Ｍｔ８．６）、津波地震、死者・行方不明者２万１，９５９人。
　

１８９６年（明治２９年）６月１６日

三陸沖で地震 Ｍ７．５ の地震が２回発生。明治三陸地震の最大余震。
　

１８９６年（明治２９年）８月３１日

陸羽地震 Ｍ７．２、死者２０９人
　

１８９７年（明治３０年）２月２０日

宮城県沖地震 Ｍ７．４、地割れや液状化、家屋に被害。
　

１８９７年（明治３０年 ８月５日

三陸沖で地震 Ｍ７．７、宮城県や岩手県で津波により浸水被害。
　

１８９８年（明治３１年）４月２３日

宮城県沖で地震 Ｍ７．２、北海道から近畿にかけて有感、岩手県と宮城県の県境付近で被害。
　

１８９９年（明治３２年）３月７日

紀和地震 Ｍ７．０、死者７名、三重県を中心に近畿地方南部で被害。
　

１８９９年（明治３２年 １１月２５日

日向灘で地震 ３時３４分 Ｍ７．１ ／ ３時５５分 Ｍ６．９。
　

１９００年（明治３３年）５月１２日

宮城県北部で地震 Ｍ７．０、死傷者１７人、家屋などに被害。
　

　

★注：２００３年９月１７日に気象庁マグニチュードの算出方法が改訂され、これに伴い１９２４年以降に発生したほとんどの地震のマグニチュードも改訂された。一部は先行して２００１年４月２３日に改訂されている。このため、マグニチュードが改訂された地震については改訂前の値を括弧書きで併記している。例： ２００１年３月２４日、芸予地震。Ｍｊ６．７（旧Ｍｊ６．４）。

　

　

１９００年代 １９０１年（明治３４年）８月９日、８月１０日

青森県東方沖で地震 Ｍ７．２・７．４、死者１８人。
　

１９０２年（明治３５年）１月３０日

青森県三八上北地方で地震 Ｍ７．０、死者１人。
　

１９０５年（明治３８年）６月２日

芸予地震 Ｍ７．２、死者１１人。
　

１９０９年（明治４２年）３月１３日

千葉県房総半島沖で地震 ８時１９分 Ｍ６．５ ／ ２３時２９分 Ｍ７．５。
　

１９０９年（明治４２年）８月１４日

姉川地震（江濃地震） Ｍ６．８、死者４１人。
　

１９０９年（明治４２年）８月２９日

沖縄本島付近で地震 Ｍ６．２、死者２人。
　

１９０９年（明治４２年）１１月１０日

宮崎県西部で地震 Ｍ７．６。
　

１９１１年（明治４４年）６月１５日

喜界島地震 Ｍ８．０（ｍＢ ８．１）、死者１２人。
　

１９１４年（大正３年）１月１２日

桜島地震 Ｍ７．１、死者２９人。
　

◆１９１４年 １月１２日 桜島の噴火（大正大噴火）多量の溶岩を流出し、大隅半島と陸続きになる。九州から東北にかけての広い範囲で降灰があり、死者５８名。

　

１９１４年（大正３年）３月１５日

仙北地震 Ｍ７．１、死者９４人。
　

１９１５年（大正４年）１月６日

石垣島北西沖で地震 Ｍ７．４。
　

１９１５年（大正４年）３月１５日

北海道十勝沖で地震 Ｍ７．０、死者２人。
　

１９１５年（大正４年）１１月１日

宮城県沖で地震 Ｍ７．５、岩手県や宮城県の沿岸に小津波。
　

１９１６年（大正５年）１１月２６日

明石付近で地震 Ｍ６．１、死者１人。
　

１９１７年（大正６年）５月１８日

静岡付近で地震 Ｍ６．０、死者２人。
　

１９１８年（大正７年）９月８日

択捉島沖地震 Ｍ８（Ｍｓ８．２、Ｍｔ８．５）、死者２４人。
　

１９２１年（大正１０年）１２月８日

龍ヶ崎地震 千葉県・茨城県県境付近で発生。Ｍ７．０。家屋倒壊、道路亀裂。
　

１９２２年（大正１１年）４月２６日

浦賀水道地震 Ｍ６．８、死者２人。
　

１９２２年（大正１１年）１２月８日

島原地震（千々石湾地震） １時５０分 Ｍ６．９ ／ １１時０２分 Ｍ６．５、長崎県橘湾で地震、死者・行方不明者～人。
　

１９２３年（大正１２年）６月２日

茨城県沖で地震 ２時２４分 Ｍ７．１ ／ ５時１５分 Ｍ７．１。
　

１９２３年（大正１２年）７月１３日

九州地方南東沖で地震 ２０時１３分 Ｍ７．３ 震源深さ ４４ｋｍ。
　

１９２３年（大正１２年）９月１日

関東地震（大正関東地震、関東大震災） Ｍ７．９（Ｍｓ８．２、Ｍｔ８．０、Ｍｗ７．９～８．０）、死者・行方不明者１０万５，３８５人（１９２５年の調査では１４万２，８００人）日本災害史上最悪）。
　

１９２４年（大正１３年）１月１５日

丹沢地震 Ｍｊ７．３、死者１９人。大正関東地震の余震と見られている。
　

１９２４年（大正１３年）７月２１日

北海道東方沖で地震 Ｍｊ７．５、最大震度４。
　

１９２４年（大正１３年）８月１５日

茨城県沖で地震 Ｍｊ７．２。
　

１９２４年（大正１３年）１２月２７日

網走沖で地震 Ｍｊ７．０、深さ１５０ｋｍ。
　

１９２５年（大正１４年）

５月２３日 北但馬地震 Ｍｊ６．８、火災発生、死者４２８人。
　

１９２６年（大正１５年）６月２９日

 沖縄本島北西沖で地震 Ｍｊ７．０。
　

１９２６年 ８月７日

宮古島近海で地震 Ｍｊ７．０。
　

１９２７年（昭和２年）３月７日

北丹後地震 Ｍｊ７．３、死者２，９２５人。
　

１９２８年（昭和３年）５月２７日

岩手県沖で地震 Ｍｊ７．０。
　

１９３０年（昭和５年）２月１３日～５月３１日

伊東群発地震 最大Ｍｊ５．９。
　

１９３０年（昭和５年）１０月１７日

石川県大聖寺付近で地震 Ｍｊ６．３、死者１人。
　

１９３０年（昭和５年）１１月２６日

北伊豆地震 Ｍｊ７．３、死者２７２人。
　

１９３１年（昭和６年）２月２０日

日本海北部で地震 Ｍｊ７．２、深さ４０３ｋｍ。
　

１９３１年（昭和６年）３月９日

三陸沖で地震 Ｍｊ７．２。
　

１９３１年（昭和６年）９月２１日

西埼玉地震 Ｍｊ６．９、死者１６人。
　

１９３１年（昭和６年）１１月２日

日向灘で地震、Ｍｊ７．１、死者２人。
　

１９３２年（昭和７年）９月２３日

日本海北部で地震 Ｍｊ７．１、深さ３９４ｋｍ。
　

１９３３年（昭和８年）３月３日

昭和三陸地震（三陸沖地震） Ｍｊ８．１（Ｍｗ８．４）、大津波発生、死者・行方不明者３，０６４人。（アウターライズ地震）
　

１９３３年（昭和８年）６月１９日

宮城県沖で地震 Ｍｊ７．１。宮城県沖地震の一つとみられる［５４］。
　

１９３３年（昭和８年）９月２１日

能登半島で地震 Ｍｊ６．０、死傷者６０人。
　

１９３４年（昭和９年）２月２４日

硫黄島近海で地震 Ｍｊ７．１。
　

１９３５年（昭和１０年）７月１１日 静岡地震 Ｍｊ６．４、死者９人。

１０月１８日 三陸沖で地震 Ｍｊ７．１。
　

１９３６年（昭和１１年）２月２１日

河内大和地震 Ｍｊ６．４、死者９人。
　

１９３６年（昭和１１年）１１月３日

宮城県沖地震 Ｍｊ７．４、小被害（ほぼ同規模の１９７８年宮城県沖地震と比較すると、死者皆無など遥かに小規模の被害）、小津波あり。
　

１９３６年（昭和１１年）１２月２７日

新島近海で地震 Ｍｊ６．３、死者３人。
　

１９３７年（昭和１２年）７月２７日

宮城県沖で地震 Ｍｊ７．１。宮城県沖地震の一つとみられる。
　

１９３８年（昭和１３年）５月２３日

茨城県沖で地震 Ｍｊ７．０。
　

１９３８年（昭和１３年）５月２９日

屈斜路湖地震 Ｍｊ６．１、北海道・屈斜路湖付近で地震、死者１人。
　

１９３８年（昭和１３年）６月１０日

宮古島北西沖で地震 Ｍｊ７．２、宮古島で２ｍ前後の津波。
　

１９３８年（昭和１３年）１１月５・６日

福島県東方沖地震（塩屋埼沖地震） Ｍｊ７．５、 Ｍｊ７．３ ／ ７．４（Ｍｗ７．８）、福島県や宮城県で震度５、福島県で死者１人、東北～関東に津波。
　

１９３９年（昭和１４年）３月２０日

日向灘で地震 Ｍｊ６．５、死者１人。
　

１９３９年（昭和１４年）５月１日

男鹿地震 Ｍｊ６．８、秋田市で震度５、死者２７人。
　

１９４０年（昭和１５年）８月２日

積丹半島沖地震（神威岬沖地震） Ｍｊ７．５、死者１０人。
　

１９４１年（昭和１６年）７月１５日

長野地震 Ｍｊ６．１、死者５人。
　

１９４１年（昭和１６年）１１月１９日

日向灘で地震 Ｍｊ７．２、九州東岸、四国沿岸で津波１ｍ。死者２人。
　

１９４３年（昭和１８年）６月１３日

青森県東方沖で地震 Ｍｊ７．１。
　

１９４３年（昭和１８年）９月１０日

鳥取地震 Ｍｊ７．２、死者１，０８３人。
　

１９４３年（昭和１８年）１０月１３日

長野県北部で地震 Ｍｊ５．９、死者１人。
　

１９４４年（昭和１９年）１２月７日

東南海地震 三重県沖、Ｍｊ７．９（Ｍｗ８．２）、死者・行方不明者１，２２３人、伊豆から紀伊にかけて津波。
　

１９４５年（昭和２０年）１月１３日

三河地震 Ｍｊ６．８、死者・行方不明者２，３０６人、津波あり。
　

１９４５年（昭和２０年）２月１０日

青森県東方沖で地震 Ｍｊ７．１、死者２人。
　

１９４６年（昭和２１年）１２月２１日

南海地震（昭和南海地震） 和歌山県沖～四国沖、Ｍｊ８．０（Ｍｗ８．４［５８］）、死者・行方不明者１，４４３人、房総から九州にかけて津波。
　

１９４７年（昭和２２年）９月２７日

与那国島近海で地震 Ｍｊ７．４、死者５人。
　

１９４８年（昭和２３年）４月１８日

和歌山県南方沖で地震 Ｍｊ７．０。
　

１９４８年（昭和２３年）６月１５日

紀伊水道で地震 Ｍｊ６．７、死者２人。
　

１９４８年（昭和２３年）６月２８日

福井地震 Ｍｊ７．１、死者・行方不明者３，７６９人。※この地震を機に気象庁が震度７を制定。
　

１９４９年（昭和２４年）７月１２日

安芸灘で地震 Ｍｊ６．２、死者２人。
　

１９４９年（昭和２４年）１２月２６日

今市地震 Ｍｊ６．４、死者・行方不明者１０人。
　

１９５０年（昭和２５年）２月２８日

宗谷東方沖で地震 Ｍｊ７．５。
　

★気象庁震度階級については１９９５年の兵庫県南部地震において従来の震度測量法の問題点が示されたため、それまで体感震度と計測震度を併用していたものを、１９９６年４月からは全て計測震度計による機械観測で判定することになった。また、１９９６年１０月からは震度６、震度５がそれぞれ強、弱の２段階に分けられた。

　

１９５１年（昭和２６年）７月１２日

小笠原諸島西方沖で地震 Ｍｊ７．２。
　

１９５２年（昭和２７年）３月４日

十勝沖地震 Ｍｊ８．２（Ｍｗ８．１）、死者・行方不明者３３人。北海道から東北に津波。
　

１９５２年（昭和２７年）３月７日

大聖寺沖地震 Ｍｊ６．５、死者７人。
　

１９５２年（昭和２７年）７月１８日

吉野地震 Ｍｊ６．７（旧Ｍｊ６．８）、死者９人。
　

◆１９５２～１９５３年 明神礁で海底火山の噴火 一時新島を形成するも消滅。海上保安庁水路部観測船「第5海洋丸」が噴火に巻き込まれて遭難、死者３１名。

　

１９５３年（昭和２８年）１１月２６日

房総沖地震 Ｍｊ７．４。
　

１９５５年（昭和３０年）５月３０日

硫黄島近海で地震 Ｍｊ７．１（２１時３１分、深さ４８８ｋｍ）、Ｍｊ７．５（２１時３３分、６００ｋｍ）の地震が相次いで発生。
　

１９５５年（昭和３０年）７月２７日

徳島県南部で地震 Ｍｊ６．４、死者１人。
　

１９５６年（昭和３１年）９月３０日

白石地震 Ｍｊ６．０、福島市で震度４、死者１名、蔵王山噴火のデマにより混乱。
　

１９５８年（昭和３３年）１１月７日

択捉島沖地震、 Ｍｊ８．１（Ｍｗ８．３）、太平洋岸各地に津波。
　

１９５８年（昭和３３年）３月１１日

宮古島近海で地震 Ｍｊ７．２、石垣島などで震度５、死者２人。
　

１９６０年（昭和３５年）３月２１日

三陸沖で地震 Ｍｊ７．２。
　

１９６０年（昭和３５年）５月２３日

チリ地震津波 南米チリ沖で発生した巨大地震に伴う津波。
　日本へは２２時間半後の５月２４日に最大６．１ｍの津波が到達。

　国内での死者１４２人。

　

１９６１年（昭和３６年）２月２日

長岡地震 Ｍｊ５．２、死者５人。
　

１９６１年（昭和３６年）２月２７日

日向灘地震 Ｍｊ７．０、宮崎県沖で地震、死者２人。
　

１９６１年（昭和３６年）８月１２日

　釧路沖で地震 Ｍｊ７．２
　

１９６１年（昭和３６年）８月１９日

北美濃地震 Ｍｊ７、死者８人。
　

１９６２年（昭和３７年）４月２３日

広尾沖地震 Ｍｊ７．１。同年６月２９日に十勝岳が噴火している。
　

１９６２年（昭和３７年）４月３０日

宮城県北部地震 Ｍｊ６．５、死者３人。
　

１９６３年（昭和３８年）１０月１３日

択捉島沖地震 Ｍｊ８．１（Ｍｗ８．５）、三陸沿岸で津波。
　

１９６４年（昭和３９年）６月１６日

新潟地震 Ｍｊ７．５、死者２６人。最大震度５。
　

１９６５年（昭和４０年）４月２０日

静岡県で地震 Ｍｊ６．１、清水付近で大きな被害、死者２人。
　

１９６５年（昭和４０年）８月３日～１９７０年６月５日

松代群発地震 最大Ｍｊ５．４（１９６６年４月５日）、全地震のエネルギーの総計はＭ６．４相当。
　

１９６６年（昭和４１年）

与那国島近海で地震 Ｍｊ７．８、与那国島で震度５、死者２人。
　

１９６８年（昭和４３年）２月２１日

えびの地震 Ｍｊ６．１、死者３人。
　

１９６８年（昭和４３年）４月１日

日向灘地震 Ｍｊ７．５、死者１人。
　

１９６８年（昭和４３年）５月１６日

十勝沖地震 Ｍｊ７．９（Ｍｗ８．３）、三陸沿岸で５ｍの津波。死者・行方不明者５２人。最大震度５。三陸沖北部の固有地震。
　

１９６８年（昭和４３年）６月１２日

三陸沖で地震 Ｍｊ７．２。
　

１９６８年（昭和４３年）１０月８日

小笠原諸島西方沖で地震 Ｍｊ７．４、深さ４８０ｋｍ。
　

１９６９年（昭和４４年）８月１２日

色丹島沖地震 Ｍｊ７．８（Ｍｗ８．２）。
　

１９６９年（昭和４４年）９月９日

岐阜県中部地震 Ｍｊ６．６、死者１人。
　

１９７０年（昭和４５年）５月２７日

小笠原諸島西方沖で地震、Ｍｊ７．０、深さ４４０ｋｍ。
　

１９７１年（昭和４６年）２月２６日

新潟県上越地方で地震 Ｍｊ５．５、死傷者１３人。新潟県上越市で最大震度４。
　

１９７１年（昭和４６年）８月２日

十勝沖で地震 Ｍｊ７．０、北海道浦河町で最大震度５。
　

１９７２年（昭和４７年）２月２９日

八丈島東方沖で地震、 Ｍｊ７．０、八丈島で最大震度５。
　

１９７２年（昭和４７年）１２月４日

八丈島東方沖地震 Ｍｊ７．２、八丈島で最大震度６。福井地震以来、震度６の観測事例が無く、この地震で２４年ぶりに公式に震度６を観測した。
　

１９７３年（昭和４８年）６月１７日

根室半島沖地震 Ｍｊ７．４（Ｍｔ８．１）、北海道で最大震度５、津波地震。
　

１９７４年（昭和４９年）５月９日

伊豆半島沖地震 Ｍｊ６．８、静岡県で最大震度５、死者３０人。



１９７４年（昭和４９年）１１月１３日

鳥島近海で地震 Ｍｊ７．３、深さ４２０ｋｍ、福島県と千葉県で最大震度４。
　

１９７５年（昭和５０年）６月１０日

北海道東方沖で地震 Ｍｊ７．０（Ｍｔ７．９、Ｍｗ７．７）、最大震度は１と小さいが色丹島で４～３．５ｍ、花咲港で９５ｃｍの津波を観測。
　

１９７５年（昭和５０年）６月２９日

日本海西部で地震 Ｍｊ７．４、深さ６００ｋｍ、最大震度３。
　

１９７８年（昭和５３年）１月１４日

伊豆大島近海の地震 Ｍｊ７．０、伊豆大島と神奈川県で最大震度５、死者２５人。
　

１９７８年（昭和５３年）３月７日

東海道南方沖で地震 Ｍｊ７．２、深さ４４０ｋｍ、栃木県と千葉県で最大震度４。
　

１９７８年（昭和５３年）６月１２日

宮城県沖地震 Ｍｊ７．４、宮城県などで最大震度５、死者２８人、津波あり。
　

１９８０年（昭和５５年）６月２５日～７月

伊豆半島東方沖で群発地震 ６月２９日に最大Ｍｊ６．７、最大震度５が発生。
　

１９８０年（昭和５５年）９月２５日

千葉県北西部で地震 Ｍｊ６．０［６０］ ６．１［６１］、最大震度４、死者２人。
　

１９８１年（昭和５６年）１月１９日

三陸沖で地震 Ｍｊ７．０、最大震度４。
　

１９８２年（昭和５７年）３月２１日

浦河沖地震 Ｍｊ７．１、北海道で最大震度６。
　

１９８２年（昭和５７年）７月２３日

茨城県沖で地震 Ｍｊ７．０。
　

１９８３年（昭和５８年）５月２６日

日本海中部地震 Ｍｊ７．７（Ｍｔ８．１）、秋田県で最大震度５、日本海に大津波、死者１０４人。
　

１９８３年（昭和５８年）６月２１日

青森県西方沖で地震 Ｍｊ７．１、最大震度４、日本海中部地震の最大余震。
　

１９８３年（昭和５８年）８月８日

山梨県東部で地震 Ｍｊ６．０、最大震度４、死者１人。
　

１９８４年（昭和５９年）１月１日

三重県南東沖で地震 Ｍｊ７．０、深さ３８８ｋｍ、最大震度４。
　

１９８４年（昭和５９年）３月６日

鳥島近海で地震 Ｍｊ７．６、深さ４５２ｋｍ、最大震度４。
　

１９８４年（昭和５９年）８月７日

日向灘で地震 Ｍｊ７．１、最大震度４。
　

１９８４年（昭和５９年）９月１４日

長野県西部地震 Ｍｊ６．８、長野県で最大震度６、死者・行方不明者２９人。
　

１９８７年（昭和６２年）３月１８日

日向灘で地震 Ｍｊ６．６、死者１人。
　

１９８７年（昭和６２年）５月７日

日本海北部で地震 Ｍｊ７．０、深さ４６３ｋｍ。
　

１９８７年（昭和６２年）１２月１７日

千葉県東方沖地震 Ｍｊ６．７、千葉県で最大震度５、死者２人（関東における戦後初の被害地震）。
　

１９８９年（平成元年）６月３０日～７月２４日

伊豆半島東方沖で群発地震 最大Ｍｊ５．５、７月１３日に伊豆東部火山群の海底火山が噴火。
　

１９８９年（平成元年）１１月２日

三陸沖で地震 Ｍｊ７．１、最大震度４、久慈で１．３ｍの津波を観測。
　

◆１９９０年～１９９５年 雲仙普賢岳の噴火 溶岩ドームの崩壊による火砕流が繰り返し発生し、死者・行方不明者４３名。平成新山形成。

　

１９９３年（平成５年）１月１５日

釧路沖地震 Ｍｊ７．５（旧Ｍ７．８）、北海道釧路市で最大震度６、死者２人。
　

１９９３年（平成５年）７月１２日

北海道南西沖地震 Ｍｊ７．８（Ｍｔ８．１）、北海道道央、道南、青森県津軽で最大震度５、死者・行方不明者２３０人。奥尻島などに津波。
　

１９９３年（平成５年）１０月１２日

東海道南方沖で地震 Ｍｊ６．９（旧Ｍ７．１）、死者１人。
　

１９９４年（平成６年）７月２２日

日本海北部で地震 Ｍｊ７．３、深さ５５２ｋｍ。
　

１９９４年（平成６年）１０月４日

北海道東方沖地震 Ｍｊ８．２（旧Ｍ８．１、Ｍｗ８．３）、北海道道東で最大震度６、死者・行方不明者は北方領土で１１人。
　

１９９４年（平成６年）１０月９日

北海道東方沖で地震 Ｍｊ７．３、釧路市で震度４、北海道東方沖地震の最大余震。
　

１９９４年（平成６年）１２月２８日

三陸はるか沖地震 Ｍｊ７．６（旧Ｍ７．５）、青森県で最大震度６、死者３人。
　

１９９５年（平成７年）１月７日

岩手県沖で地震 Ｍｊ７．２、八戸市で震度５、三陸はるか沖地震の最大余震。
 

１９９５年（平成７年）１月１７日

兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災、阪神大震災） Ｍｊ７．３（旧Ｍｊ７．２）、Ｍｗ６．９、兵庫県南部で最大震度７、
死者・行方不明者６，４３７人。当初は最大震度６だったが、実地検分により７に修正された。

 

１９９５年（平成７年）１２月４日

択捉島南東沖で地震 Ｍｊ７．７（北緯 ４４．５８度、東経 １４９．３９度）。根室 １７ｃｍ、八戸 １３ｃｍ、釧路 １０ｃｍの津波を観測。
　

★高感度地震観測網整備（１９９６年 ）

　

１９９７年（平成９年）５月１３日

鹿児島県北西部地震 Ｍｊ６．４（旧Ｍｊ６．３）、最大震度６弱
　

１９９８年（平成１０年）４月２０日～５月

伊豆半島東方沖で群発地震、最大 Ｍｊ５．７、最大震度４。
　

１９９８年（平成１０年）５月４日

石垣島南方沖地震 Ｍｊ７．７（旧Ｍｊ７．６）、一時津波警報発令。
　

１９９８年（平成１０年）８月２０日

小笠原諸島西方沖で深発地震 Ｍｊ７．１。
　

１９９８年（平成１０年）９月３日

岩手県内陸北部地震 Ｍｊ６．２（旧Ｍｊ６．１）、最大震度６弱。
　


西暦２０００年～

　

２０００年（平成１２年）１月２８日

根室半島南東沖で深発地震 Ｍｊ７．０、釧路市などで最大震度４。
　

２０００年（平成１２年）３月２８日

硫黄島近海で深発地震 Ｍｊ７．９、震源の深さ１２８ｋｍ、小笠原で震度３。
　

２０００年（平成１２年）７月１日～８月１８日

 新島・神津島・三宅島近海で地震 Ｍｊ６．５が２回（７月１、３０日）、Ｍｊ６．３が１回（７月１５日）、最大震度６弱の地震を６回観測（７月１、９、１５、３０日に各１回、８月１８日に２回）、死者１人。約１ヶ月後に三宅島が噴火。地震活動は６月２６日から始まった。
　

２０００年（平成１２年）８月６日

小笠原諸島西方沖で深発地震 Ｍｊ７．２、震源の深さ４４５ｋｍ、小笠原で震度４。
　

２０００年（平成１２年）１０月６日

鳥取県西部地震 Ｍｊ７．３、鳥取県西部で最大震度６強。（日野町で震度７相当を観測、防災科学技術研究所Ｋｉｋ－ｎｅｔの計測震度計による）
　

◆２０００～２００２年 三宅島雄山で噴火 山頂部に陥没カルデラを形成、多量の火山ガスを放出。全島民が島外へ避難。

　

２００１年（平成１３年）３月２４日

芸予地震 Ｍｊ６．７（旧Ｍｊ６．４）（Ｍｗ６．８）、広島県南部で最大震度６弱、死者２人。フィリピン海プレート内の地震。
２００１年（平成１３年）１２月１８日

与那国島近海で地震 Ｍｊ７．３、与那国島で震度４、西表島で最大高２０ｃｍの津波を観測。
　

２００２年（平成１４年）３月２６日

石垣島近海で地震 Ｍｊ７．０
　

２００３年（平成１５年）５月２６日

三陸南地震（宮城県北部沖地震、東北地震） Ｍｊ７．０、岩手県・宮城県で最大震度６弱。太平洋プレート内の地震。
　

２００３年（平成１５年）７月２６日

宮城県北部地震 Ｍｊ６．４、宮城県北部で最大震度６強（このほかにも、前震と余震でそれぞれ１回ずつ震度６弱を記録）。
　

２００３年（平成１５年）７月２７日

日本海北部で地震 Ｍｊ７．１、深さ４８７ｋｍ。
　

２００３年（平成１５年）９月２６日

十勝沖地震 Ｍｊ８．０（Ｍｗ８．３）、北海道新冠町、静内町、浦河町、鹿追町、幕別町、豊頃町、忠類村、釧路町、厚岸町で最大震度６弱、死者・不明者２人。津波警報が発令され２ｍを超える津波が来襲し２人が飲み込まれ、２年後に１人が遺体で発見された。同日６時８分頃、十勝沖で地震 Ｍｊ７．１。北海道浦河町で最大震度６弱。十勝沖地震の余震。
　

２００４年（平成１６年）９月５日

紀伊半島南東沖地震 最も大きい地震は Ｍｊ７．４、奈良県・和歌山県・三重県で最大震度５弱。一時津波警報が発令。
　

２００４年（平成１６年）１０月２３日

新潟県中越地震（新潟県中越大震災） Ｍｊ６．８ （Ｍｗ６．７）、新潟県中越地方で最大震度７。計測震度計で震度７が観測された最初の地震。死者６８人。震度６弱以上の余震を４回観測。川口町の地震計で当時世界最高の２，５１６ガルを記録。
　

２００４年（平成１６年）１１月２９日

釧路沖で地震 Ｍｊ７．１、北海道釧路町、弟子屈町などで最大震度５強、深さ４８ｋｍ。最大余震は４分後のＭｊ６．０。同年１２月６日にもほぼ同じ海域でＭｊ６．９の地震が発生している。一時津波注意報が北海道太平洋沿岸東部に発令。
　

２００４年（平成１６年）１２月１４日

留萌支庁南部地震 Ｍｊ６．１、北海道小平町で最大震度６弱（５強とする見解あり）。
　

２００５年（平成１７年）３月２０日

福岡県西方沖地震 Ｍｊ７．０、福岡県・佐賀県で最大震度６弱、死者１人。
　

２００５年（平成１７年）８月１６日

宮城県沖で地震 Ｍｊ７．２、宮城県で最大震度６弱。宮城県沖地震の一つとみられる。
　

２００５年（平成１７年）１１月１５日

三陸沖で地震 Ｍｊ７．２、北海道から関東にかけて最大震度３。大船渡市で最大５０ｃｍの津波観測。
　

２００６年（平成１８年）４月２１日

伊豆半島東方沖地震 Ｍｊ５．８、静岡県伊東市で最大震度６弱（東京大学地震研究所の計測震度計による。気象庁では震度４）。伊東市、伊豆市など伊豆半島各地で被害多数。
　

２００７年（平成１９年）３月２５日

能登半島地震 Ｍｊ６．９（Ｍｗ６．６）、最大震度６強。死者１人、小さいながら津波も発生した。
　

２００７年（平成１９年） ７月１６日

新潟県中越沖地震 Ｍｊ６．８（Ｍｗ６．７）、新潟県・長野県で最大震度６強。柏崎刈羽原子力発電所では震度７相当との試算があるが、計測地震計によるものではない。柏崎市を中心に家屋倒壊や土砂崩れなどの被害。死者１５人。ピンポイントながら最大１ｍの津波も観測されている。 同日１５時３７分頃、新潟県中越沖で地震 Ｍｊ５．８、新潟県長岡市、出雲崎町で最大震度６弱。
　

２００８年（平成２０年）５月８日

茨城県沖で地震 Ｍｊ７．０、茨城県水戸市・栃木県茂木町で最大震度５弱。午前１時４５分に本震発生。同日には午前１時２分頃にＭｊ６．４、その１４分後にもＭｊ６．３の地震発生。
　

２００８年（平成２０年）６月１４日

岩手・宮城内陸地震 Ｍｊ７．２（Ｍｗ７．０）、岩手県・宮城県で最大震度６強。山崩れや地滑りが多発。死者・行方不明者２３人。一関西で観測された４，０２２ガルがギネス世界記録に認定［６６］。
　

２００８年（平成２０年）７月２４日

岩手県沿岸北部で地震 Ｍｊ６．８、岩手県九戸郡野田村などで最大震度６弱、死者１人。震源の深さ１０８ｋｍ。なお、岩手・宮城内陸地震との関連性は薄いとされている。
　

２００８年（平成２０年）９月１１日

十勝沖で地震 Ｍｊ７．１。北海道新冠町、新ひだか町、浦幌町、大樹町で最大震度５弱。
　

２００９年（平成２１年）８月９日

東海道南方沖で地震 Ｍｊ６．８（Ｍｗ７．１［６７］）、深さ３３３ｋｍ、関東から東北地方南部にかけて最大震度４。
　

２００９年（平成２１年）８月１１日

駿河湾で地震 Ｍｊ６．５、静岡県で最大震度６弱。死者１人。最大４０ｃｍの津波を観測。気象庁は史上初の東海地震観測情報を発表。
　

２０１０年（平成２２年）２月２７日

沖縄本島近海で地震 Ｍｊ７．２（Ｍｗ７．０）。糸満市で最大震度５弱を観測。負傷者２名。沖縄本島地方に一時津波警報が発令された。南城市で１０ｃｍの津波を観測。
　

２０１０年（平成２２年）１１月３０日

小笠原諸島西方沖で地震 Ｍｊ７．１、深さ４９０ｋｍ、関東から東北地方南部の広い範囲で最大震度３。
　

２０１０年（平成２２年）１２月２２日

父島近海で地震 Ｍｊ７．４、父島と母島で最大震度４を観測。小笠原諸島に一時津波警報が発令された。伊豆諸島で０．５ｍ、八丈島で最大６０ｃｍの津波を観測。
　

２０１１年（平成２３年）３月９日

三陸沖で地震 Ｍｊ７．３。宮城県登米市、美里町、栗原市で最大震度５弱。最大６０ｃｍの津波を観測。東北地方太平洋沖地震の前震とみられる。
　

２０１１年（平成２３年）３月１１日

１４時４６分頃 東北地方太平洋沖地震（東日本大震災） Ｍｗ（モーメントマグニチュード） ９．０（Ｍｊ８．４、日本の地震観測史上最大）。宮城県栗原市で最大震度７。他に東日本の７県で震度６弱以上を観測。死者・行方不明者約１万９０００人。戦後最悪の震災。北海道から関東地方にかけて太平洋沿岸部への巨大津波で甚大な被害。福島第一原子力発電所事故を招く。３月１１日以降の数日間に震源域から離れた場所で発生した地震も、誘発させた可能性が指摘されている。
同日１５時８分頃 岩手県沖で地震 Ｍｊ７．４。青森県、岩手県で最大震度５弱。東北地方太平洋沖地震の余震。
同日１５時１５分頃 茨城県沖で地震 Ｍｗ７．７（Ｍｊ７．６）。茨城県鉾田市で最大震度６強。東北地方太平洋沖地震の余震。
同日１５時２５分頃 三陸沖で地震 Ｍｊ７．５。北海道、東北地方、関東地方の広い範囲で最大震度４。東北地方太平洋沖地震の余震。（アウターライズ地震）
　

２０１１年（平成２３年）３月１２日

３時５９分頃 長野県北部で地震 Ｍｊ６．７（Ｍｗ６．３）。長野県栄村で最大震度６強、死者３人。東北地方太平洋沖地震の誘発地震。 同日４時３１分頃 長野県北部で地震 Ｍｊ５．９。長野県栄村で最大震度６弱。長野県北部地震の余震。同日５時４２分頃 長野県北部で地震 Ｍｊ５．３。長野県栄村で最大震度６弱。同上。
　

２０１１年（平成２３年）３月１５日

静岡県東部で地震 Ｍｊ６．４（Ｍｗ６．０）。静岡県富士宮市で最大震度６強。東北地方太平洋沖地震の誘発地震。
　

２０１１年（平成２３年）４月７日

宮城県沖で地震 Ｍｊ７．２（Ｍｗ７．１）。宮城県栗原市、仙台市宮城野区で最大震度６強。死者４人。東北地方太平洋沖地震の余震。
　

２０１１年（平成２３年）４月１１日

福島県浜通りで地震 Ｍｊ７．０（Ｍｗ６．７）。福島県いわき市や茨城県鉾田市などで最大震度６弱。死者４人。東北地方太平洋沖地震の余震。
　

２０１１年（平成２３年）４月１２日

福島県中通りで地震 Ｍｊ６．４。福島県いわき市、茨城県北茨城市で最大震度６弱。東北地方太平洋沖地震の余震。
　

２０１１年（平成２３年）６月３０日

長野県中部で地震 Ｍｊ５．４、長野県松本市で最大震度５強。死者１人。東北地方太平洋沖地震の誘発地震。
　

２０１１年（平成２３年）７月１０日

三陸沖で地震 Ｍｊ７．３（Ｍｗ７．０）。岩手県、宮城県、福島県で最大震度４。岩手県大船渡港、福島県相馬港で１０ｃｍ、宮城県仙台港で１２ｃｍの津波を観測。東北地方太平洋沖地震の余震。
　

２０１１年（平成２３年）１０月３日～１０月１２日

富山県東部の長野県との県境近くで群発地震。１０月５日にＭｊ５．４（最大震度３）、Ｍｊ５．２（最大震度４）などの地震が相次ぐ。１０月７日のＭｊ２．４（最大震度１）の地震による落石で死者１人。
　

２０１１年（平成２３年）１１月８日

沖縄本島北西沖で地震 Ｍｊ７．０、深さ２１７ｋｍ。沖縄本島地方で最大震度４を観測。
　

２０１２年（平成２４年）１月１日

鳥島近海で地震 Ｍｊ７．０、深さ約３７０ｋｍ。東北から関東の広い範囲で最大震度４を観測。
　

２０１２年（平成２４年）３月１４日

千葉県東方沖で地震 Ｍｊ６．１。千葉県と茨城県で震度５強を観測。死者１人。東北地方太平洋沖地震の余震。
　

２０１２年（平成２４年）１２月７日

三陸沖で地震Ｍｊ７．３（Ｍｗ７．４）、深さ４９ｋｍ。青森県、岩手県、宮城県、茨城県、栃木県で最大震度５弱を観測。死者２人。東北地方太平洋沖地震の余震。石巻市で９８ｃｍの津波を観測。最初に日本海溝の東側で逆断層型、次に西側で正断層型が発生。
　

２０１３年（平成２５年）４月１３日

淡路島付近で地震 Ｍｊ６．３、深さ１５ｋｍ。淡路市で最大震度６弱 兵庫、大阪、香川、徳島の４府県で半壊３４棟、一部損壊１９３９棟 重傷７人、軽傷１９人。

説明

・この年表は個人参照を目的に、日本地震学会及びWikiペディア、その他ネットの火山情報等のデータを抜粋し、キンドル用に編集したものです。

・個人での利用は自由ですが、第三者への再配布及び営利目的での使用は禁止します。

・火山は歴史上有名な物、被害の大きな物を抜粋。

　

　

　


▼修正追加履歴

2013/5/7 追記＆修正

2013/2/2 重複部分を修正

2013/2/4 段落の不備、文字修正




▼参照

日本地震学会 日本付近のおもな被害地震年代表 

http://www.zisin.jp/modules/pico/index.php?cat_id=100

　

wikipedia 地震の年表

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E9%9C%87%E3%81%AE%E5%B9%B4%E8%A1%A8_(%E6%97%A5%E6%9C%AC)
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